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（総合審査結果の要旨） 
 岡田洋坪は学部時代より平面、立体、映像等、多様な手段でユーモアを交えた破壊的、悪趣味とも捉
えられる作品を制作して来たのだが、本博士過程では作品のビジュアルに隠された背後のコンセプトや
成り立ちを探求した。博士提出作品は、長尺の映像作品で、ゴジラを集団で解剖し、内臓や骨を取り出
したあと選ばれた１名がゴジラの内部に入り、最後にジョンとヨーコとして転生するという物語である。
３．１１後に我が国の原子力発電の有無が活発に議論され、現在の北朝鮮と我が国とのミサイルを巡る
緊張状態、シン・ゴジラが公開された昨今において、人的、自然災害のメタファーであるゴジラという
モチーフ、そして平和主義をテーマとして扱うのは難しいタイミングだっただろう。ゴジラとオノ・ヨ
ーコという存在は、外国人にとっての日本のシンボルとして機能し、中野明氏が定義した熱いまなざし
と冷たい視線の両方をいまだ兼ね備えた対象とも考えられる。まず岡田が果敢にも我々にインプリント
されたモチーフのシンボリズムを拡大し、露出狂というテーマに則して利用したことは評価したい。  
 映像には所々にマグリット作品のイメージや第５福竜丸などのイメージがインサートされている。特
にマグリットの青い林檎は重要な象徴だ。マグリットにとって「見えるもの、見えないもの」の象徴だ
った青い林檎は、岡田の今回の論文のメタファーのようだ。青い林檎がほのめかすものは、アップルレ
コードであり、ビートルズの誕生であろう。岡田は論文中で露出狂とは生まれ変わりの起点としている。
映像内では奇祭のごとくゴジラを解体し、生まれ変わりの儀式のアイテムとしてゴジラのイメージを扱
っている。この映像内のゴジラは小型サイズで、恐怖の象徴性を失った昭和後半に作られたゴジラの着
ぐるみが参照にされているためか、これまでの岡田作品と通底するキッチュな印象を与える。ある意味
では、人間の味方についたゴジラを解体しているのはブラックユーモアとして、より作品にシリアスさ
を与えている。この解体シーンは、論文内の大伴昌司による怪獣の内部構造の図解との関係や宇宙人解
剖フィルムを想起させ、ラストシーンで誕生するガウスがかかった裸のジョンとヨーコは、近代化への
扉やアカデミズムにおける裸体へ接続が試みられていると考えることも出来る。 
 最終的に露出狂という「見る、見られる」の制作者にとって根源的な言葉を巡って展開された論文で
はあるが、結論の説得力はやや弱い印象である。さらに、独自の解釈に結びつけるためにアカデミック
な場所から奇祭や映画まで事例やエピソードを多岐に展開したことで、論点がずれている箇所もあった
と副査の指摘があったが、多岐にひろがった論文のトピックの多くと実作品の関係を照らし合わせると、
両方がかなり密接に連結されていることは、総合的に評価できると判断する。 
 以上の論文と作品の考察によって岡田洋坪は博士過程に相応しいものとして判定する。 
 
